
　建築家がイメージする外周部の樹木のようなファサードデザインに対し、そのデザインを損なわないように、構造的合理性を
求めるコンピュテーショナルデザインによる構造デザインの形態創生を考える。
コンピュテーショナルデザインとは最先端のコンピュータ技術 (Rhinoceros+Grasshopper) を使って、設定したパラメータを操作
しながら、デザインや性能に優れた形状を求める手法である。
　形態創生にあたっては、建築家が当初イメーズする形状を初期値とし、樹木の形状をパラメータとして、耐震性の指標として変
形を、経済性の指標として鋼材量を目的関数とした多目的最適化を行い、変形と鋼材量の両方が小さくなるように数千パターンの
樹木形状を解析している。計算の結果、Pareto 解と呼ばれる多様な形状がたくさん得られ、建築家の考えるイメージを変えずに、
経済性と耐震性に優れた形状とすることができる。
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